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1極超 このとき、 a = r c o s O , f = r sindより
2 = a t h i

複素数平面上で、複素数でath iが表す = r ( w s a l t i s in0） と表され、これを

点をAとする。 複素数での極开ーー鉽とい
う？平面上でのAの表し方として. （a.h）の他に、
0のことをz。偏角と ※ S i n d i だと

原点からの距離r と、実軸正の部分からの sin(di）とまぎらら回一一転って頲表すことができる。って いい、 d=arg(Z）
しいので Iは前に

i ☆ 0の決め方に自由度があるので、

.平面上の点は
全.....！譿菊、；
表；霑？が書く
ことが多い
表すことができるが、 arg(Z）は基本的に1つに定まらない。'
dは一意には ☆rilzleでrは一意に決定される.定まらない ^ I m

Y.0には+2いた分の自
由度がある ；三任+Ei）

な一に
「※で

• 原点は に0.0は任意 IFE=2（ws Ea t2ND t i s in（かたない功



極形式の何が嬉しい？ これを繰り返すと、
→ Z = a t hiの形ではそんなにキレイじゃ zf=r，"（wsndffiEF.ciな

る。なかった積と商が、キレイな性質を
持ってくる。「妻も平面でも） ドもアブルの（wso.isin

!

跫-

1極形式の複素数の積と商ー ー - 1
☆複素数の味は極形式が考えやすい！

Z i r，（cosO、+ i sind）|ZEに（ws02+i
sind） とおくと、

ツ名に、

平驗
ジ...！！！！'謭𦥯

z .

.....、....

..........
。※....

☆
証明塔白で！（加法「T t - 願からの距離が

→ またキレイな極形式で表せる. why？'
和でいいが上部な？
※；；た！に
「藻※

0、+02
arg(Z,Zz）=0、+02←和でOk.

※ 2いた分のズレはここでは考えてない
考えると0it02t2いた



商も同様に、 Z2キ0として

I ' = I ' codified
z"=の

建 造 G e n y a y

"𦥯で評面でも理解を ，

=f(cos02-isi n Oz） の解は、極形式を使うと求めやすくなる。

と考えれば積と同様に考えられ
て.に判例斐獒；！：爕解爕濈=I(cos（-d）+isi nHD ※ Z = a t b i とおいていると計算が大変

1周だけで十分、

Z = r ( a s O t i s i n d）（に0，0EdaD
とおくと、方程式は

、 ，
𥻘 、 ，

faire
。⇒つま

り、|
| E l = t がモアブル ☆両辺を極形式に.
arg（も）=d，-02 E差でOk . ※右辺をiのままで、相等条件でいってもいいが、

※ 2いた分のズレを考えるとO，-02+2いた 「Z」とZzが0でないとき、

☆これを使うと、ド・モアブルの定理は全ての整数 Z i 2 2 分 に二にかつ did+2k元」
nで成り立つことがわかる。 を使うと処理が少しラク. \ な ぜ ？



⇐>ド 上で表すと、

!

fに
1

でrは0以上の実数，

' " "には "なの解は、複素数平面
30=E.EE,Iた じ0Edいた） Ie.現れ、半径は片の円周をい

等分する ー ー

𦥯0 = E . T . E E
(l）先ほどと同じ流れなのでサクッと。

よって Z = c o s E t i s i n E ,
Z = r ( a s O t i s i n d） （に0，0EdaD

c o s I T t i s i n I T ,
w .

|....
、...
方程
式は

E T t i s inきた が（cos50+isin50）=1.（cosO t i s in0）
= t . i q

!

しな
い

I M
y di0，2た，4た，6元，8たfiO Ed a D

⇐> ｛r= 1 じrは0以上の実数）E i i 0=0， I T , I T , I T，も元



よって、 Z= 1， c o s t t i s i n IT， （2） 代入するのはメンドくさい、 （1）を利用.
c o s I T t i s i n IT， （1）より、

w s E T t i s i n I T , W = c o s E E t i s i n
EE！も

cosも兀t i s inも元 y
ド = 1 の解なので、
w5= 1 を 満たす、複素数平面上では、
u p， = 。

isとても重要！
↳ （w-1）（w4+w't w2+w+i）=0

たいせきた！
ここで、 Wキ 1 なので、t .
..
|

w4+w'+w2+w+I = 0 が成立。 囮

となる。

Wを別途求めるか. W t Toの情報がごこl ←実数係数なので、共役な複素数
は いではRe(w）なので、

わかれば求まる. 「あとで考察
（つまり実軸対称）も解になる、

平面上でも確認！ →2-4+23+zでZ+1=0を解く.



→ これは相反方程式であり、 よって、 Ztさ-_-

"

は一

コツは別動画で解説してます.
⇒ z2_

"

一
E

z + 1 = 0 （いが）
その1つがWon

z4+2 -3+22 t Z 「 I = 0 A 。z="シーンも！ーー區4
→ （1）のZ=1以外の4つが解となる。
Zキ0よりZ2で両辺割って.

o r T - t a i lz2+Z+1+±+ 2士=0
（ももに四国-1=0 ⇐>z-_-1な

#

-_- で
は

こ こ で 、 X = Z t士とおくと、 t i f f i n
I tの -1 =0となる→2次方程式

|灬灬
が洲が
解がこれを解いて d=一に「_... 対応-_-するので、実部、虚部の符号を_

2

W=cos724 isin720=-1な

#

一i~



となるので、複素数の相等条件より
BCの長さの半分を求めれば、 母

はcos720= TTE それがcos'72°になる.一 、
※ 実はここでいけ） となるので、 p川でT.ec

B C =Xとおくと .Re lw）

"

（w+こ）=I(w）
△ ABC a s△CDBより、AB :BC=CDDBより、

!

からすぐに求まる。

つまり、 1 ： X = x ： 1 - X
(Dは、 1w|=1 より一ZたIの解より f = 1 - X

× 2 +X- 1 = 0

x >0より X-_-4th國 r

...........jg

.嵐が⇒cos720の初等幾何的な
求め方 i t

x


